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要約 
Evaluation of maximum standardized uptake value on FDG-PET 
 associated with Glut-1 expression reflects malignant behavior 
in patients with pancreatic cancer 
（膵癌における SUV max値と Glut-1発現は 
癌悪性度を反映する） 
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【目的】 
膵癌は、未だ予後の悪い癌であり、外科的切除が唯一の根治的治療である。NCCNの
ガイドラインでは、膵癌の局所進展度により、Resectable（R-PDAC）、Borderline 
resectable （BR-PDAC）、Unresectable（UR-PDAC）に分類され、R-PDACでは手術と
術後補助療法を、BR-PDACでは術前療法後の手術と術後補助療法を推奨している。し
かしながら、R-PDAC では手術を施行したにも関わらず、早期に再発を来す症例も多い。
また、BR-PDACで術前療法を施行しても、副作用のため完遂できない場合や術前療法
の効果を得られず UR-PDACとなる症例も存在する。 
我々は、術前の FDG/PET-CTにおける SUVmaxと、手術標本における Glut-1の発現
を検討し、R-PDACと BR-PDACにおける予後との関連を評価して、術前化学療法がど
の患者群でより有用であるかについて検討した。 
【方法】 
2007年から 2015年までに当院で膵切除（手術先行または術前化学療法）を施行した
106例の R-PDACと 64例の BR-PDACを対象とした。術前の FDG/PET-CTにおける
SUVmaxと、手術標本における Glut-1発現を免疫学的検討し、予後との関連を評価した。
また、BR-PDAC群では、SUVmaxと術前化学療法による予後延長効果との関連を検討
した。 
【結果】 
106例の R-PDACのうち、手術先行は 101例であった。SUVmaxが 4.25以上の群
（n=48）は、4.25未満の群（n=51）と比較し、SUVmaxが 4.25以上であること、腫瘍
径が 34mm以上であること、CEAが 5.3ng/mL以上であること、DUPAN-2が 320U/mL
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以上であること、Span-1が 69U/mL以上であること、リンパ節転移が陽性であること、
静脈管侵襲が高度であること（≧2）が予後不良因子であった。多変量解析を行ったと
ころ、SUVmaxが 4.25以上であることのみが、R-PDACにおける独立した予後規定因子
であった。 
また、手術標本における Glut-1高発現群（n=19）は、低発現群（n=82）に対し、有
意に全生存期間が短かった（18.4ヶ月：33.0ヶ月、P=0.0014）。SUVmaxが 4.25以上か
つ Glut-1高発現の群（n=15）では、最も全生存期間が短く（16.2ヶ月）予後不良であ
り、BR-PDACの手術先行群（17.8ヶ月）と同等であった（p=0.9912）。 
BR-PDACにおいては、SUVmaxが 6以上の群では、術前化学療法による予後延長効
果を認めたものの（27.5ヶ月：12.1ヶ月、p=0.0012）、SUVmaxが 6未満の群では、予
後延長効果を認めなかった（30.1ヶ月：28.7ヶ月、p=0.3952）。また、BR-PDACで手
術先行とした症例のうち、SUVmaxが 6未満かつ、Glut-1低発現群（n=9）では、R-
PDACで手術先行とした群（n=101）と同等の予後を示した（35.2ヶ月：29.9ヶ月、
p=0.9531）。 
In vitroでは、膵癌細胞株である MIA Paca-2と PANC-1において、siRNAを用いた
Glut-1遺伝子の knockdownにて細胞増殖が抑制され、BrDUの取り込みも抑制されるこ
とが示された。 
【結論】 
R-PDAC症例において、SUVmax高値かつ Glut-1高発現の群は、BR-PDACと同等に
予後不良であり、術前化学療法の必要性が示唆された。また、BR-PDAC 症例において、
SUVmax低値かつ Glut-1低発現群は、手術を先行しても、R-PDAC症例の手術先行群と
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同等の予後を得られることが示された。FDG/PET-CTにおける SUVmax値と、Glut-1の
発現は、膵癌患者での術前治療戦略において重要な因子となりうると考えられた。 
